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◆目的  

  学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

ことが望まれている。

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

令和８年度小学校入学生

一桁になる学区があることも予想

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

置する。

◆日時（第１回）

  令和３年６月

◆場所 

湖西市役所２階

◆内容 

 （１）委員構成（

学識経験者

学校関係者

保護者代表

有識者

行政担当

（２）今後の予定

      令和３年

         

      

     令和４年

      

（３）その他

会議は原則公開とします。

 

≪メディアの方へ≫

☐ 取材をお願いします。

☐ 事前告知をお願いします。

� 情報提供をします。

湖西市

報道発表
2022 

学校教育施設適正化検討委員会の設置

 

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

ことが望まれている。

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

令和８年度小学校入学生

一桁になる学区があることも予想

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

置する。 

（第１回） 

令和３年６月 14

湖西市役所２階 

）委員構成（11

学識経験者 

学校関係者 

保護者代表 

有識者   

行政担当  

今後の予定 

令和３年 ８月

    １０月

     １２月

令和４年 ２月

      ３月

（３）その他 

会議は原則公開とします。

≪メディアの方へ≫     

取材をお願いします。

事前告知をお願いします。

情報提供をします。

湖西市 

報道発表 

学校教育施設適正化検討委員会の設置

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

ことが望まれている。 

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

令和８年度小学校入学生（予定）

一桁になる学区があることも予想

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

14 日（月）

 市長公室

11 名） 

 大学教授（１名）

 校長、園長

 ＰＴＡ代表（２名）

   自治会代表、市内企業経営者等（３名）

  学校教育課長（１名）

 

８月  第２回

１０月   第３回

１２月    第４回

２月   第５回

３月末までに

会議は原則公開とします。

     

取材をお願いします。   

事前告知をお願いします。 

情報提供をします。    

 

 資料 2 

学校教育施設適正化検討委員会の設置

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

（予定）が市内全体で

一桁になる学区があることも予想されて

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

日（月） １５時から

市長公室  

教授（１名） 

校長、園長等（４名）

代表（２名）

自治会代表、市内企業経営者等（３名）

学校教育課長（１名）

第２回 学校教育施設適正化検討委員会

第３回       

第４回       

第５回            

末までに提言書を作成

会議は原則公開とします。 

     ≪発表種別≫

 � 記者会見発表資料

 ☐ 記者会見情報提供資料

 ☐ 随時 

学校教育施設適正化検討委員会の設置

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

が市内全体で 300

されており、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

１５時から 

 

等（４名） 

代表（２名） 

自治会代表、市内企業経営者等（３名）

学校教育課長（１名） 

学校教育施設適正化検討委員会

       

       

            

書を作成 

≪発表種別≫ 

記者会見発表資料

記者会見情報提供資料

 

学校教育施設適正化検討委員会の設置

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

300 名程度になることや

、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

自治会代表、市内企業経営者等（３名）

学校教育施設適正化検討委員会

        

        

            

記者会見発表資料 

記者会見情報提供資料 

≪問い合わせ先≫

所属名

連絡先

担当者

学校教育施設適正化検討委員会の設置について

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

名程度になることや

、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

自治会代表、市内企業経営者等（３名） 

学校教育施設適正化検討委員会 

             

≪問い合わせ先≫

所属名 学校教育

連絡先  053

担当者 鈴木

令和３

 

について

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

名程度になることや、入学する児童が

、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

 

≪問い合わせ先≫ 

学校教育課 

053-576-

鈴木 

和３年５月

について 

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

、入学する児童が

、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

以上

 

-4798 

月 25 日発表

学校は、集団生活を通して多様な考えにふれ、児童生徒がお互いに切磋琢磨しながら、知

識や技能、社会性等を身に着けていく場である。このようなことから、教育活動を効果的に

展開していくためには、一定規模の集団を確保するなど、よりよい教育環境を目指していく

しかし、現在、児童生徒数の減少は、全国的に社会問題となっている。湖西市においても、

、入学する児童が

、現実的な対応が迫られている。これらを踏ま

え、２月開催の湖西市総合教育会議では、学校の適正規模および配置について議論された。

将来に向けた今後の学校施設の在り方を検討するため、学校教育施設適正化検討委員会を設

以上 

発表 


